
成長3分野に経営資源を集中

TDKは1935年、磁性材料フェライトの工業化を目的として創
業いたしました。以来70年以上にわたり、フェライトを源流と
する素材技術、その素材の特性を引き出すプロセス技術、評価・
シミュレーション技術を展開し、独創的な価値ある製品を開発、
提供してまいりました。これらのコア技術をナノテクノロジー
で進化させるとともに、｢情報家電｣、｢高速・大容量ネットワーク｣、
｢カーエレクトロニクス｣ の3分野に経営資源を集中。加えて現代

社会においてCSRの重要性がますます高まっていることを受
け、企業活動に社会的公正性や環境への配慮などを積極的に
採り入れ、社会の一員としての義務を果たすことに取り組ん
でいます。そして持続可能な社会に貢献する企業として、企業
価値の向上に努めてまいります。

TDKのCSR活動は、企業理念である社是「創造によって文化、産
業に貢献する」そのものです。この社是自体がTDKのCSRの原
点であり、目指すべき指針となっています。
TDKの創業の原点である磁性材料フェライトは、まさに創造に
よるオリジナリティのある電子材料として様々なエレクトロニ
クス製品を生み、事業を拡大成長させてきました。独創的な新製
品を作り出し供給することで、生活を便利にし、社会に貢献する
というTDKの存在価値につながるものです。
またTDKが社会にとって必要な企業であり続けるためにも、公
正な企業倫理を確立し、追求していくことが、TDKのCSR活動

そのものであると考えています。それは同時に「経済的側面」「環
境的側面」「社会的側面」の３つをバランスよく発展させること
が必要との認識につながります。
TDKは、「e-material solution provider」のコンセプトのもと、
さまざまなステークホルダーが必要としている情報を積極的に
開示し、継続的な対話を通じて、相互理解、課題の共有、問題解
決を進めていくことで、持続可能な社会の実現に貢献するとと
もに、社会にとって必要な企業として、成長を続け企業価値の向
上に努めたいと考えています。

TDKのCSRは「社是の実践と企業倫理の追求」です

“走るコンピュータ”化が進む自動車。ここでもTDKの製品は活躍しています。耐熱性チップコンデンサや、車載LAN規格である
CANの差動伝送信号からノイズを除去するコモンモードフィルタなど、高信頼性の製品を提供。また、ハイブリッド車用DC-DCコ
ンバータやネオジムマグネットは世界トップレベルの性能を発揮しています。

● カーエレクトロニクス

TDKの事業と社会的責任の認識 TDKグループのCSR

大きな進化を遂げた薄型テレビ。その発展の裏には「より小さく、
より高性能」を追求する電子部品の絶え間ないイノベーション
があります。伝送帯域を6GHzにまで拡大したHDMI用コモンモー
ドフィルタや、1個のトランスで複数の冷陰極管を駆動するイ
ンバータユニットなど、TDKの電子部品はテレビの薄型化・高
機能化に貢献しています。

● 情報家電

Navigation

● 高速・大容量ネットワーク
高機能・多機能化するモバイル機器。想像を超える性能の実現に、TDKの技術が活きています。高機能化に伴って重要度を増すノイ
ズ対策部品やバッテリ消費を低減する可視光センサなどがモバイル機器の進化に貢献。ノートPCの世界では、HDDの大容量化を
はじめ、チップバリスタや電源系コイルなどで、高機能化を支えています。
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